
「第17回タジキスタン日本語弁論大会」開催報告

今次大会では以下の７名が優秀な成績を収め、表彰式でそれぞれに対して賞
状と副賞が授与されました。

＜弁論の部＞

○優勝：サイドヴァ・マニジャ（タジキスタン国際外国語大学）

○準優勝：ナザロヴァ・シャホダット（ロシア・タジク・スラブ大学）

○第三位：アブドラヒモヴァ・ショヒダ（タジキスタン国際外国語大学）

＜暗唱の部＞

○優勝：アブドルハエヴァ・サヴリヤ（タジキスタン国際外国語大学）

○準優勝：バンディショエフ・ラフシャン

（日本語・日本文化学習センター「ココロ」）

○第三位：エモモフ・アルショル（ホタムPVヒサール）

＜審査員特別賞＞

○ジャバロヴァ・カミラ（日本語・日本文化学習センター「ココロ」）

３月11日（土曜日）、ロシア・タジク・スラブ大学
（ドゥシャンベ市）において「第17回タジキスタン日
本語弁論大会」が開催されました。同大会は、タジキ
スタン日本語教師会と在タジキスタン日本国大使館が
共催し、JICAタジキスタン事務所とロシア・タジク・
スラブ大学の協力を得て行われました。

大会には、タジキスタン国際外国語大学、ロシア・
タジク・スラブ大学、ホタムPVドゥシャンベ、ホタム
PVヒサール及び日本語・日本文化学習センター「ココ
ロ」で日本語を学ぶ学生28人が出場し、日頃の学習の
成果を発表しました。

長谷川臨時代理大使は開会挨拶で、会場を提供して
いただいたロシア・タジク・スラブ大学、大会の組
織・運営に当たっていただいた日本語教師会に感謝の
意を表するとともに、本大会が日本語を学ぶ学生のモ
チベーションを高め、日本とタジキスタンの友好の輪
を広げていくことを期待すると述べました。

また、ルサコヴァ・マリーナ・ヴァシリエヴナ・ロ
シア・タジク・スラブ大学副学長は、本大会の主眼は、
学生が発表を通じて知的、創造的及び美的に成長する
ことにあると述べた上で、大会が日本語学習者の意欲
向上につながるとともに、大会が今後も長く続くこと
を期待する旨述べました。

長谷川臨時代理大使の挨拶
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弁論の部・優勝
サイドヴァ・マニジャさん

弁論の部・準優勝
ナザロヴァ・シャホダットさん

弁論の部・第３位
アブドラヒモヴァ・ショヒダさん

暗唱の部・優勝
アブドルハエヴァ・サヴリヤさん

暗唱の部・準優勝
バンディショエフ・ラフシャンさん

暗唱の部・準優勝
エモモフ・アルショルさん

審査員特別賞
ジャバロヴァ・カミラさん

表彰式後の記念撮影
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